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　1500円ていどで入手できるDSPブロック内蔵ARM 
Cortex-M4マイコン搭載ボードNucleo F401RE（ST
マイクロエレクトロニクス）を使って，基本的なディ
ジタル・フィルタのプログラムを作ります．ボードは
mbed互換です．
　ディジタル・フィルタはいろいろな観点で分類され
ますが，プログラムを作るという立場からは，FIR
フィルタとIIRフィルタに分けて考えるのがよいで
しょう．ここでは，直接形のFIRフィルタを作ってみ
ます．音声入出力を使ってフィルタの効き目を試して
みます．

● 実験の構成
　今回の実験で使うハードウェアの構成を図1に，実
験の様子を写真1に，ディジタル信号処理の実験プロ
グラムの構成を図2に示します．
　今回作成するのは，500Hz以上の周波数成分をカッ
トできるローパス・フィルタです．実験の結果を図3
に示します．
　開発環境などの準備については，第1回，第2回を
参照してください．

図1　実験のハードウェア構成…音声入力にディジタルFIRフィルタをかけて出力してみる
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写真1　今回の実験…DSPブロック内蔵Cortex-M4マイコンを
使って音声入力にFIRフィルタをかけて出力してみる
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図2　ディジタル信号処理の実験プログラムの構成

第1回　メイン回路の構成（2014年10月号）
第2回　D-Aコンバータ/フィルタ/マイク・アンプ…音声信号処理実験の準備（2014年11月号）
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